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	１　日時
	２　場所
	３　出席者（敬称略）
	４　配付資料
	５　議事
	(1) 前回議事録（案）の確認
	(2) 委員会報告（案）（79GHz帯高分解能レーダの技術的条件）に対する意見募集の結果
	(3) 委員会報告（案）（特定ラジオマイクの周波数移行等に係る技術的条件）に対する意見募集の結果
	事務局から、資料9-3-1、資料9-3-2及び資料9-3-3に基づき、委員会報告（案）「特定ラ
	ジオマイクの周波数移行等に係る技術的条件」について、本年３月17日から４月16日まで
	の間で意見募集を行った結果及び意見に対する考え方等の説明が行われた。
	主な質疑等は、以下のとおり。
	これまでの検討結果を踏まえ、４月25日開催の情報通信審議会情報通信技術分科会に主査
	から報告することとした。
	(4) 「次世代高速無線LANの導入のための技術的条件」の検討開始
	事務局から、資料9-4-1、資料9-4-2及び資料9-4-3に基づき、検討開始の経緯及び調査の進め方等の説明が行われた。
	主な質疑等は、以下のとおり。
	以上の検討結果を踏まえ、４月25日開催の情報通信審議会情報通信技術分科会に主査から報告することとした。
	(5) 「マイクロ波帯を用いた通信用途のUWB無線システムの新たな利用に向けた技術的条件」の検討開始
	事務局から、資料9-5-1、資料9-5-2及び資料9-5-3に基づき、調査の進め方等の説明が行われた。
	主な質疑等は、以下のとおり。
	以上の検討結果を踏まえ、４月25日開催の情報通信審議会情報通信技術分科会に主査から報告することとした。
	(6) その他
	以下の質疑等があった。

